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AI資料QA機能 β版



AI資料QA機能は、案件詳細画⾯で使える「AIチャット」機能です。
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AI資料QA機能 - 概要

公⽰書、仕様書、関連資料の中⾝に関して、

気になることをチャット形式で聞ける機能です。

「予定価格を教えて」

「⼯法が指定されているか教えて」など、

 ⽇本語で質問すれば、

 AIが資料の中から該当部分を引⽤して回答します。
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AI資料QA機能 - 機能説明

「案件詳細画⾯」の右サイドパネルから利⽤できます

【注意点】
‧他の案件への横断検索はできません
‧同じ会社内でも他のユーザーの質問は閲覧することはできません
‧質問の履歴は残りません
‧本機能はAIによって⾃動⽣成されています。内容の正確性を保証するものではありません
 正式な情報は必ず公⽰書‧仕様書‧関連資料をご確認ください

‧公⽰書
‧仕様書
‧関連資料の⼀部（条件あり）
 ※ 結果や中⽌公告‧不調‧訂正公告についている資料は対象外
 ※ ファイル数やファイルの容量が⼤きすぎる場合は⼀部資料のみが対象に なったり
   エラーになるケースあり

 PDF、HTML、画像
 ※⼀部ファイルはファイル形式が該当している場合も対象外となるケースもあり
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機能を利⽤できる画⾯ 

対象となる資料

対象となる資料形式

○○市役所

β

（利⽤制限について）
‧本機能には、サービスの利⽤状況等を踏まえた利⽤制限が設けられています。
‧利⽤制限を超過した場合、本機能はご利⽤いただけなくなり、

画⾯上にエラーメッセージが表⽰されます。

‧利⽤制限の内容（利⽤可能回数等）は、予告なく変更される場合があります。
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AI資料QA機能 - 活⽤⽅法

資料に書かれている内容を整理したいとき

例
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⼯事場所‧⼯期‧⼯事内容、
それぞれの情報を整理をして

資料を開く前にサクッと質問をしたいとき

活⽤⽅法① 活⽤⽅法②

例 予定価格を教えて

資料を読み解いて整理する時間を短縮できます資料を読み解くよりも早く
情報をキャッチアップできます
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AI資料QA機能 - 活⽤例
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AI資料QA機能 - 活⽤の注意点

活⽤の注意点 下記の3点に注意して質問をしてください

正確に ：略称や通称ではなく、できる限り正式名称や資料内で記載されている表現で質問しましょう。

 「この案件で必要な全省庁のランクを教えて」

 「この案件で必要な全省庁統⼀資格の資格ランクを教えて」

悪い例

良い例

具体的に ：資料内のどの情報が欲しいのか、曖昧な表現を避けできるだけ具体的に質問しましょう。

 「条件を教えて」

 「⼊札参加に必要な条件や要件を教えて」

悪い例

良い例

問いかける ：単語だけではなく、問いかける⽂章にすることで、AIの理解精度が⾼まります。

 「予定価格」

 「予定価格を教えて」

悪い例

良い例
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本件に関しまして
ご不明点などがございましたらお気軽にお問い合わせください。

お問い合わせフォーム https://www2.njss.info/contacts

電話番号 03-6221-3063

https://www2.njss.info/contacts
https://www2.njss.info/contacts
https://www2.njss.info/contacts

